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■研究概要

現在、筋委縮性側索硬化症（ALS）多くの因子を原因とする多因子

疾患であり、その究極に異常蛋白質病とRNA病としての2大側面を

有すると、理解されている。

孤発性ALSの原因蛋白質TDP-43が毒性を獲得する構造変化を同

定し、異常構造のみを特異的に認識するモノクローナル抗体の作製

に成功した。新たなALSモデルの作製と細胞内抗体や低分子スクリ

ーニングによる新規の治療・診断法を細胞移植や遺伝子治療と組

み合わせて進めている。

■応用展開・共同研究テーマ例

・原因蛋白質である異常TDP-43の特異的抗体の診断への応用

・                同               治療への応用
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－ 原因蛋白質TDP-43が毒性を獲得する構造変化を同定 － 

■研究者からのお願い（ニーズ）

・凝集体モデルを用いたドラッグスクリーニング

・分子標的抗体の治療への応用に関する製薬企業との共同研究

・異常TDP-43の特異的抗体の製造・販売（技術移転等）の相手先

・ALSの適切な動物モデル作製の協力者

3B12A 抗体は核から細胞質に異常局在するTDP-43を捉えて結合する 

ALS患者脊髄封入体 
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